
ⅠⅠⅠ.研究活動

I.研究部門及び附属施設

進化系統研究部円

形憶進化分野

遠頗秀紀 (教授,2008年 1月まで),抗田柄 (准教授),毛
利俊雄 (助教),国松出 (助教),RuengwitBunjongrat(外

国人客fl研究員),早川清治 (技術職員),山本亜由美(敬

務輔佐貝),清水大輔 (非常勤研究員),権田絵里,′ト薮
大輔 (大学院生)

<研究概要>

A)東南アジアにおける晴乳類多様化機構の生物地理学

的解析

遠藤秀紀

タイ,ベ トナム,ミャンマー,マレーシア地域の榔乳

掛 こおいて,系統地理学的変異を迫伝学的 ･形態学的に

検討する.タイワンリス類,マメジカ類,リーフモンキ

ー類を用いて各群の地理的変異を把握し,形態と分子

から解析を試みた.とくにクラ地峡近傍では,変異が複

雑で,迫伝学的バックグラウンドのみならず,表現型の

多様性について,クラ地峡をめぐる新たな体系化が求
めれらているといえる.

B)霊長類における全身構造の完全三次元デジタル化と
運動機能の力学モデル構築

遠藤秀紀

コロブス類,類人猿頬および比較のための食肉目を

対象に,運動様式における生体諸構造問の力学的関係

をデジタル空間座標で確定することを目指して,CTス

キャンとレーザースキャンにより,骨格のデジタル計

測を行った.とくに顎運動を題材に,適応戦略としての

運動機構を定丑的に記述することを試みた.三次元形

態学に適用できるデジタル形状情報を蓄積し,モデル

化を視野に入れた定見的な機能形態の議論を開始した.

C)盃長類遺体の総体的生物資源情報化のための国際協
力機構の創設

遠藤秀紀

材料採取によってサンプリング意欲を満たされる昨

今の学界において,霊長類遺体をトータルに ｢知の源

泉｣と見る立場は失われつつある.あまたのプロジェク

ト化された予詐執行が,｢情報｣の丑的な移転と即時的
な rサンプル利用｣ばかりを英紙として訴えざるをえな

くなっていることが,その傾向を助長している.ノイエ

ス損得の効率性に誠づいて迫体を取捨選択するのでは

なく,迫体から何ができるかを多細域横断的にIm諭し,

近体受切者自らが11･任をもって迫体研究の指針を採り

ながら,迫体を継承できる環境を構苑することを開始

した.当年度は,タイ,マレーシア,ラオスを例に,追

体･招';木の恒久的安定化とその過程における迫体からの

生物学的データの抽出作業を進め,非プロジェクト,無

日的矧!;･rJ限の迫休研究高度化体制の確立を目指した.

D)インドシナ半島,バングラデシュ,およびインド東

北地方に分布するマ*)クの系統地理学的研究

潰rI]楓 川本芳 (触団迫伝分野)
ベ トナム･ラオス･タイ ･ミャンマー ･バングラデシ

ュ･インドで,各国研究者との今日研究体制のもとに,

巡回･アンケート調査によるマカクの分布 ･生息実態デ

ータの収弧 および一時捕班調査によるサンプリング

(タイ,ラオス)を行った.ベ トナムでは中央高原地域

(コンツム省･ザライ省･ダクラック祈)で前原大学 (Tay

Nguyen大学)との共同で盃長,罰分和と生息矢場を調査

し,ベ トナムにおけるマカクの進化史を検討する㌍料

を得た.タイ (北部 ･東北部)でカニクイザルとアカゲ

ザルの,ラオス中部 (サバンナケットLF.1<)でアカゲザル

の一時捕獲調査を行ない,この2カ国におけるアカゲザ
ルとカニクイザルの進化史を検討した.同じインドシ

ナ半島にあるが,タイ･ラオスとベ トナムとで共なるパ

ターンの進化史を明らかにした.タイ南部とミャンマ

ーに分布するal〃でa亜種カニクイザルの形態 ･生憶 ･生･

理面での特徴を明らかにした.バングラデシュではア

カゲザルの系統地理学について形態･遺伝両面から検討

を加えた.インド東北地方で巡回調査を行ない,2005年
に新種記載されたアルナ-チャルマカク (Macaca

mltnZala)を含むマカク5柾の分布状態 ･形憶特徴に関
する資料を得た.

E)ニホンザルとチンパンジーの成長 ･加齢変化

演田稀,鈴木樹理 (人析逃化モデル研究センター)

ニホンザル4更別こついて,身体成長調光を継続すると

ともに施設飼育個体30頭より加齢変化に関して,Yf料
を収典した.これまでのニホンザルとチンパンジーの

身体サイズ ･骨密度 .脂肪放データデータ分析から,こ
れらの笠長矧 こは成長和に性的成熟と身体成熟にかな

りの年月のギャップがあること,ニホンザルの身体成

長が歯牙萌出完了の7才よりもずっと遅れ,10-12才ま

で継続し,それ以降,老化が始まることなど,成長 ･加

齢変化パターンを得た.生殖を続けながらも身体老化

が進行することは,ヒトの象合と異なり,その進化史的
意味を検討した.

F)タイワンザルとニホンザル交雑個体の形態学的検討

済田積,毛利俊雄,園松豊,山本覗由美

タイワンザルとニホンザルは同じ種群に屈す,互い

に近縁なマカク種であり,交雑子孫は稔性がある.50年
ほど前,和歌山県で逃げ出したタイワンザル個体畔は,
生息環境に適応して個多数を増すとともに近隣のニホ

ンザルと交雑している.これらのタイワンザルと交維

個体に関して,形憶学的検討を加えた.まず両種間で頭

託骨形態のどういった項目に反映されるのかを検討し,

仲のサイズについて純粋タイワンザルで計測し,小臼

歯と大日相の大きさのプロポーションで違いが顕著で

あることを見山し,今後の交雑個体標本での調査を準

備した.また2相の関で所著な違いのある尾について尾

長 ･尾椎数データを荷稲した.尾長と尾椎数と,遺伝学
的マーカから得られた交椎指数の統計学的関連性を検

討し,Ji長 ･Ta椎数が交雑程度にひじょうに良く相関す

ることを見出した.したがって二つの種は,互いに似た
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尾長･尾椎数を決定する遺伝的メカニズムを共有するこ

とが推測される.

G)霊長類の頭蓋学
毛利俊雄

マカク属のうちカニクイザル種群4種について,頭蓋

計測値の比較により,ニホンザルの頭蓋骨はサイズが

大きいばかりでなく,脳函が短頭にかたむき,眼宿が横

長であることがわかった.

1995,1997年にマカクの頭蓋サイズの性差について種

間比較をおこなった.遅ればせながら,その補完として

当時までの,霊長類体サイズの性差の研究を概観した.

H)東アフリカ後期中新世霊長類化石に関する古生物学
的調査

団松蛙

ケニヤ共和国北中部にあるナカリ地域の上部中新銃

を対象に,化石採集 ･発掘調査をおこなった.2007年夏
期の調査では,大型類人猿化石を産出したNA39地点に

おいて発掘をおこなった.また,他の露頭においても表

面採JJiを実施した.その結果,後期中新世の類人猿やオ

ナガザル上科の霊長類化石を含む噛乳類化石を相当数

採炎する串ができた.また,ナカリ調査に関連して,こ

れまでにナカリで採集した大型類人猿化石の分析をま

とめ,新属新種 NakalLPt'(hecusnakqyamaL'として発表し
た.

I)タイ王国中新銃を対象とした古生物学的調査
団松地

中Wr世中期一後期の大型類人猿化石を産出したタイ

北部のチェンムアン炭田を訪れ,化石の表面採集調査

をおこなった.褐炭屑より幾つかの脊椎動物化石を発

見した.チェンムアン以外にも,タイ北部のメ一 ･オー,
ソプ ･メ一 ･タムなどの中新世化石の産出地を回り,衣

面採典調査を実施した.

J)ケニア共和国ナカリ出土の後期中新世霊長類の食性
復元

清水大帆 五十嵐健行 (京都大 ･自然人類),固松豊,中

務真人 (京都大 ･自然人類)
ケニア共和国の後期中新世産地の一つであるナカリ

からは大型類人猿や小型狭鼻猿などの多種の霊長類化

石が発見されつつある.それらの霊長類は同時期に同

所的に生息していたものと考えられ,これらの食性復

元はアフリカ後期中新世霊長類の生態的理解に大きく

貢献すると考えられる.そこで本研究ではナカリ産後

期中新世霊長類の微細嘆耗の採取を行うとともに,昨

年度pQCTを用いて撮像したNakalLPithecusのエナメル
象牙境形態の3次元再構築を行った.

K)Nacholqpithec〟Sの大白歯におけるエナメル象牙境お
よびエナメル質微細構造研究のための資料収集

清水大輔

大臼歯エナメル象牙境およびエナメル質微細構造に

関する形態学的研究はこれまで技術的な困難からあま

り行われてこなかった.しかし,エナメル象牙境の形態

は環境の影響を受けにくい形質であるとされており,

化石種の系統的な位置を考える上で重要となる.また

エナメル象牙境は機能と密接に関連していることが最

近の研究から示されている形質である.

Nacholapithecusは中期中新世にケニアに生息した輸入
猿であり,類人猿特有の形質-とオナガザルにも見られ
る形質をモザイク的に持っている種である.

Nacholapithecusのエナメル象牙境形態およびエナメル
質微細構造を明らかにすることは中新世における出長

類の適応放散を考える上で重要である.昨年度pqcTを
用いて撮像した中新世類人猿のエナメル象牙境形態の3

次元再構築を行った.また,現生霊長類の象牙質が踏出

していない下顎第二大臼歯をpqCTで撮像し,エナメル
象牙境形態の3次元再構築を行った.

L)霊長類の移動様式と足首関節の形態
清水大輔

足首関節 (距腿関節)は-軸性に回転する関節であり,

足を背側および底側方に屈折を行う.左右の足首関節

はヒトの場合全体重を他の霊長類では体重の半分以上

を支えている.支持基体が何であれ腰骨の下関節面が

腰骨の長軸とほぼ直角であれば効率的に体重を支える

ことができる.本研究では足首関節の回転軸に注目し,

足首関節の形態と歩行様式や支持基体,体サイズの関

連を検討した.腰骨の長軸と距腿関節の回転軸の関係

はその動物が占める ｢生活環境｣や利用する ｢支持基体

の大きさ｣と関連が強い.また,距腿関節の回転軸と距

骨下関節の回転軸のなす角度は単純な四足歩行動物で

小さく,より複雑な動きをする動物で直角に近くなる

傾向があり,足首の自由度と歩行様式の関係を示して
いる.腰骨の長軸に直行する平面に投影した距腿関節

の回転軸の向きは ｢生活環境｣や ｢支持基体の大きさ｣

とかかわりがあるようだが,分類群により表れる傾向
に違いが見られる.

M)ニホンザルにおけるクマイザサの利用

清水大輔,船越美穂 (ニホンザル野外観察施設)

クマイザサ (Sasasenanensis)は中蔀日本から北日本
の亜寒帯 ･亜高山帯に広く分布し,林床部の植生を形成

する重要な植物である.その幼梓には相当丑の多糖頬

が含まれ,春から初夏にかけてさまざまな地域の干ホ
ンザルに食品として利用されている.しかし,クマイザ

サの成薬はニホンザルにあまり食品として利用されな

い.長野県安曇野市に生息する野生ニホンザルは冬季

にクマイザサの成薬を採食する.ニホンザルは薬身の

主脈と辺縁部を残し他の部分を器用にむしり取って食

べ,食痕として菓身基部 (葉柄に近い部分約5分の1),
主脈,英身の辺縁部が残る.本研究では安曇野のニホン
ザルがクマイザサの成業のある部分を利用するもしく

は利用しない要因について,硬さ分析 ･栄養分析を行う

ことで検討した.栄養分析の結果,被食部と非食部の水

分,脂質,蛋白質,灰分,食物繊維はほとんど違いが見

られなかったが,わずかに被食部で蛋白質,灰分が多く

食物織経が少ないことが示された.また,硬さ分析の結

果から,被食部は他の霊長類により採食される食物の

うち,これまで硬さが測定されてきたものに比べても

やわらかい.一方非食部のうち,主脈は他の部分に比べ

て圧倒的に硬く,辺縁部にはシリカが多く沈着する.そ
のため歯の攻耗を促進することが考えられる.
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<研究業績>

原著論文

1) EndoH,HamaN,NiizawaN,KimuraJ,ItouT,KoieH,
SakaiT.(2007)Three-dimensionalanalysisofthe
marHPulationsysteminthelesserpanda.Mammal
Study32(2):99-103.

2) EndoH,NiizawaN,KomiyaT,KawadaS,KimuraJ,
ItouT,KoieH.SakaiT.(2007)Three-dimensionalCT
examinationsofthemasticationsysteminthegiant
anteater.ZoologicalScience24(10):10051101I.

3) EndoH,OishiM,YonezawaT,RakotondraparanyF,
HasegawaM.(2007)Thesemifossorialfunctionofthe
fore]imbinthecommonricetenrec(OryrorL'cteshot'a)
andthestreakedtenrec(HemicenteteshemL'spl'nos,LS).
AnatomiaHistorogiaEmbryologia36:413-418.

4) FeerozMM,Hasan冗,HamadaY;KawamotoY･(2007)
STRpolymorphismofmtDNAD-Loopln rhesus
macaquesorBangladesh.Primates49:69-72･

5) FukutaK,0ruiT,TanakaK,SasakiM,EndoH,Ismail
DBin,KudoM,KimuraJ.(2007)Novelerythrocyte

pitsinthesmalltropicaIruminant,lessermousedeer･
AnatomiaHistorogiaEmbryologia36:424-427.

6) HamadaY,MalaivijitnondS,KingsadaP,BounnamP･
(2007)DistributionandPresentStatusorPrimatesin
.theNorthemRegionorLaoPDR.NaturalHistoIY
JoumalortheChulalongkomUniversity7:161-191.

7) KunimatsuY;NakatsubsaM,SawadaY;SakaiT,
HyodoM,HyodoH,ItayaT;NakayaH,SaegusaH,
MazurierA,SaneyoshiM,TsujikawaH,YamamotoA,
MbuaE.(2007)AnewLateMiocenegreatapefrom
I KenyaanditsimplicationsfortheoriginsofAfrican
greatapesandhumans･ProceedingsoftheNational
AcademyofScience,USA104(49):19920-19925･

8) MalaivijitnondS,HamadaY,SuryobrotoB,Takenaka0.
(2007)Femalelong-tailedmacaqueswithscrotum-like
structure.AmericanJounalofPrimatology69:1-15.

9)MalaiVijitnondS,LekprayoonC,TandavanittjN,PanhaS,
CheewathamC,HamadaY.(2007)Stone-ToolUsage

byThaiLong-tailedMacaques(MacacafascL'culart'S)･
AmericanJounalorPrimatology69:227-233.

10) MaIaivijitnondS,Takenaka0,KawamotoY,Urasopon
N,HadH,HamadaY.(2007)Anthropogenicmacaque

hybridizationandgeneticpollutionofathreatened
population.NaturalHistoryJoumalofthe
ChulalongkornUniversity7(1):11123.

ll) MoriY;ShimodaK,KobayashiH,HayasakaI,Hamada
Y.(2007)Developmentofthesexualskinwithpubertal
maturationinfemalechimpanzees.Primates48(2):
97-101.

12) OshidaT,ToriiH,LinLK,LeeJK,ChenYJ,EndoH,
SasakiM.(2007)Apreliminarystudyonoriginof
CalloscizLnlSSqulrrelsintroducedintoJapan.Mammal
Study32(2):75-82.
13)SatoT,TtouT,SatoGKobayashiY,EndoH,SakaiT.
(2007)SequencingofcDNAandproximalpromoterof
equinehexokinaseIIgene.DNSSequence18(3):
203･208.

14)UrasoponN,liamadaY.AsaokaK,CherdshewasartW,

MalaivijitnondS･(2007)PuerariamirirlCa･a.
phytoestrogen-richherb,preventsbonelossln
orchidectomizcdrats.Maturitas56:322-331.

15)FeerozMM,HasanK,HamadaY;KawamotoY(2008)
STRpolymorphismormtDNAD-loopinrhesus

macaquesorBangladesh.Primates49(1):69-72.
16) HabaC,OshidaT;SasakiM,EndoH,IchikawaH,
Masuda,Y.(2008)Morphologicalvariationofthe
Japaneseraccoondog:implicationsfわrgeographical
isolationandenvironmentaladaptation.Joumalof
Zoology274:239-247.

17) KoyabuDB,MalaivijitnondS,HamadaY.(2008)
PelageColorVariationofStumptailMacaques(Macaca
arctoides)andItsEvolutionaryImplications.
IntemationalJoumalorPrimatology29:531-541.

18) MalaivijitnondS,Sac-LowW,HamadaY.(2008)The
human-ABObloodgroupsoffree-ranglnglong-tailed
macaques(Macacafasciclllaris)andparapatricrhesus
macaques(M.mlIlat(a)inThailand.JournalofMedical
Primatology37(1):31-37.

19) ShimizuD,MachoGA.(2008)EnTcctorenamelprism
decussationandchemicalcompositiononthe
biomechanicalbehaviorordentaltissue:atheoretical

approachtodeterminetheloadingconditionstowhich
modemhumanteethareadapted.TheAnatomical
Record291(2):175-182.

20) UrasoponN,HamadaY,ChershewasrtW
-MalaivijitnondS.(2008)PreventiveeLTTectsofPzterarL'a
mt'rLjfcaonbonelossinovariectomizedrats.Maturitas
59:137-148. .

総説

1) EndoH.(2008)Bibliographyorlhemacaquesor
Ⅵetnam,JapanandtheotherSoutheastAsianDistricts.
ChecklistofWildMammalSpeciesofVietnam:
359-368.

2) 毛利俊雄 (2007)正長桁の休爪の性益.生物科学
59(1):23-31.

著書 (単著)

1) 堺田穣 (2007)なぜヒトの脳だけが大きくなったの

か-人類進化最大の矧 こ挑む.pp.254.

着昏 (分担執筆)

1) CangDN,Endoll,SonNT.OshidaT,CanhLX,
PhuongDH,LundeD,KawadaS,HayashidaA,Sasaki
M.(2008)ChecklistorWildMammalSpeciesor
Ⅵetnam.pp.400,Shoukadoh,Kyoto.

2)演田穣 (2007)霊長規における成長 ･発達パターン

の進化 ｢霊長類進化の科学｣ (京都大学霊長類研

究所編)p.76･86京都大学学術出版会.

3)圃松豊 (2007)アフリカ類人猿の進化. ｢霊長類進
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